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 羽咋市は、能登半島の「中能登」に位置する。その人口は 21,672 人(2019 年 2 月 1 日現
在)、面積 81.85km2であり、人口密度は、264.8 人/km2である。 
 「羽咋市人口ビジョン」(2015 年)によれば、市の人口は 1985 年の 28,789 人を境に減少
を続けており、2060 年には現在の半数以下となる 8,828 人にまで減少する見込みである。 
 羽咋市の高齢化は石川県平均より高い。2010 年国勢調査時点で県平均の高齢化率(65 歳
以上)は、23.7％であったが、羽咋市は 30.9%と高かった(「石川県住生活基本計画 2016」
2017 年 3 月)。ただし羽咋市の率は「能登地域」の中では最も低く、とくに「奥能登」の高
齢化率 39.4％（珠洲市 41.1％が最高)と比較すると 10 ポイント近く低い。 
 しかし、羽咋市の高齢化率は 2020 年に 39.7%と 2010 年から大きく上昇することが予測
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２ 羽咋市「買い物難民対策プロジェクト」 























アクセス困難人口の割合（2015 年）（ 石川県）」を見ると、「65 歳以上人口全体に占める
65 歳以上アクセス困難人口の割合」を 20%以下から 50%以上まで 5 段階に区分して色分け
し、困難人口割合が高い地域を「見える化」している。 




─  74  ─
図① 高齢者のみ世帯数+バス停から 250m+買い物施設 
 
図② 町会別 75 歳以上のみ世帯+買い物施設 
 
Ⅲ　地域福祉・コミュニティグループの調査・研究活動とその成果



















































 次の 3 点が検討課題と考えられる。 





 第 2 に、対策事業の遂行と拡大である。動き始めた対策は、市職員による鮮魚の移動販売
であるが、多様な支援の取り組みを行うには住民の自主的動きを促すことが重要になって
くる。「地域懇談会」での話し合いなどを契機に継続的に取り組みを強化する必要がある。 
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